
10-2019

公式ツイッターで情報発信中！ イベントや子育て、防災情報など
情報を随時つぶやいています。

「おわせ」を満喫！

秋のイベント特集

ヒ
ノ
キ
の
森
で
大
冒
険
！
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「おわせ」を満喫！

秋のイベント特集

ココロとカラダの相談会

開催日：10 月 11 日㈮
時間　：午前 10 時～正午
場所　：福祉保健センター２階
　血圧測定や健診結果の説明、 腰痛や疲れがとれないなど
のココロとカラダに関する相談を保健師と管理栄養士が
行っています。
お問い合わせ　福祉保健課　☎� 3871

※毎月第２金曜日

尾鷲イタダキ市

開催日：10 月 5 日㈯
時間　：午前８時 30 分～午後０時 30 分
場所　：尾鷲魚市場
お問い合わせ　　尾鷲商工会議所☎� 2611

10 月 11 月は楽しいイベントが盛りだくさん！
秋の尾鷲を満喫しませんか？

青空図書館

開催日：10 月 19 日㈯
時間　：午前９時 30 分～
場所　：中央公民館
　人気絵本作家 ･ 長谷川義史さんに
よる絵本ライブや体験コーナー、あ
おぞらまーけっとなど盛りだくさ
ん。関連記事は本紙５ページをご覧
ください。
お問い合わせ　　
図書館　　　☎� 8282

子育て HAPPY DAY

健康 Happy Day

開催日 ：10 月 20 日㈰
時間 ：午前 10 時～午後３時
場所 ：福祉保健センター

試食・測定・体験！
みつけませんか！あなたに
あった健康習慣‼
関連記事は本紙５ページをご
覧ください。
お問い合わせ　　
福祉保健課☎� 3871

三木浦こいやぁ
開催日：10 月 19 日㈯
時間　：午前 10 時～
場所　：三木浦漁港
地元のおいしいものなどが買えます！

開催日：10 月 20 日㈰
時間　：午前 10 時～午後 4 時
　　　　( 開場：午前 9 時 30 分）
場所　：アクアステーション ( 古江町 )
整理券午前９時から配布。
魚のつかみ取り 80 人。食事の振る舞い 200 人。

⑧深層水無料お試し分水
１家族10ℓまで（容器持参）　正午～午後４時

②魚のつかみ取り  対象:小学生以下  午前10時～

③コーヒーとかき氷の振る舞い    無くなり次第終了
午前10時30分～

④深層水当てクイズ 正解者のみ先着50人に賞品進呈
午前10時30分～正午

⑤足湯体験     午前10時30分～午後２時

⑥ヤドカリ釣り体験コーナー　景品が無くなり次第終了
　午前10時30分～

⑦深層水を使用した昼食等の振る舞い
　（魚ご飯、豚汁、ぜんざい）　午前11時30分～

お問い合わせ　アクアステーション　　☎�８０８０

みえ尾鷲海洋深層水
深層水フェスタ 2019

10月の予定

①海洋深層水のミニ商談会　午前９時30分～午後２時
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秋のイベント特集
「おわせ」を満喫！

ココカラ
健康ウォーキングデー

開催日    :10 月 29 日㈫
時間   ：午前９時 10 分～午後２時
集合場所：福祉保健センター 2 階　　
受付   ：①午前 9 時 10 分～ 20 分
　　　　　　賀田観光トイレ ( 車利用 )
　　　　　②午前 9 時 25 分賀田駅 (JR 利用 )
みんなで一緒にウォーキングを楽しみましょう
※雨天中止 ( 不明な場合は、前日の午後４時～
　午後 5 時 15 分に下記までお問い合わせください。)
申し込み・お問い合わせ　　
福祉保健課☎� 3871

梶賀峠コース 参加無料

木曜ウォーキング毎週木曜日

時間 ：午前９時 30 分～ 11 時 30 分
場所 ：福祉保健センター(案内人川口洋司さん)
持ち物  ：お茶、健康 HAPPY 手帳
申し込み・お問い合わせ
　　　　福祉保健課 ☎� 3871

毎週月曜日
三木里タラソ ( 自主会 )

時間 ：午後 1 時 30 分～３時
場所 ：三木里海岸
持ち物  ：お茶、健康 HAPPY 手帳
申し込み・お問い合わせ
　　　　福祉保健課 ☎� 3871

はつらつ出張講座
開催日 ：10 月 28 日㈪
時間 ：午後２時～３時
場所 ：矢浜コミュニティーセンター
講師 ：木下藤寿 氏
　健康講話、簡単な体力チェック、楽しく継続でき
る運動 ほか
お問い合わせ　福祉保健課☎� 3871

熊  野  古  道  セ  ン  タ  ー  の  催  し
10/6 ㈰

「熊野古道センタースカイランタンフェスティバル」
　芝生広場イベントの他、ヒノキの木工体験やプチマルシェ、アニ
メ上映会など、子供から大人まで楽しめます。ラストは 300 個の
スカイランタンを浮かべます。
・スカイランタン参加料：800 円　
　※当日午前 11 時よりチケット販売します。（先着 300 人）
・時間　：午前 10 時～午後７時
・入場料：無料

10/12 ㈯ 熊野古道自然学校「植物観察会」　定員 20 人 ( 多数抽選 )
　紀北町の大白公園を散策しながら、沿岸地に生育する海浜植物の
分類や名前の由来、その生態について学ぶ観察会を開催。
参加費：500 円（保険料、資料代含む）、場所：大白公園（紀北町矢
口浦）、講師：山本和彦氏（三重自然誌の会会員）
申込受付：9 月 12 日（木）～ 10 月 5 日（土）午後 5 時まで

◎特別展示室企画展「熊野古道フォトコン歴代入選者作品展」
2007 年より 11 回に亘り開催された熊野古道フォトコンテストの入
選作品を厳選して特別展示室に展示します。
＊毎週日曜日は申込不要にて参加できる「日曜わくわくものづくり
体験」

（午後 1 時～ 3 時受付、メニュー週替り）を開催しています。
10 月の予定：13 日（貝細工他）／ 20 日（動物 3D パズル他）／
27 日（オリジナル鍋敷他）　※都合により変更する場合があります。
　※体験によっては、待ち時間を頂く場合があります。

10/26 ㈯～令和 2 年 1/12 ㈰

開催日 ：10 月 27 日㈰
時間 ：午前９時～
場所 ：尾鷲市全域

尾鷲市防災訓練

　市民が主役となり、自ら考え、地域の実情に合わ
せた訓練を行ないます。
　「自分の命は自分で守る」という防災の原点に基
づき、尾鷲市全域被災者０を目指すためぜひ防災訓
練に参加しましょう！

【第１部】午前９時訓練開始
【第２部】
　午前 10 時旧町内（宮ノ上～矢浜）にあっては各
学校グラウンド等、旧町内（宮ノ上～矢浜）を除く
各地区は、各地区の指定する場所に集まり、提案し
た訓練を実施します。
　また、体育文化会館では、避難所運営訓練を行い
ます。避難所運営について一緒に考えましょう。そ
の後、中央公民館にて宮之上小学校生徒による防災
発表もあるのでぜひ見に来てください。

お問い合わせ　　防災危機管理課☎� 8118

想定 ・午前 9 時　南海トラフ巨大地震が発生
・緊急地震速報
・震度 7
・揺れ始めから十数分後、最大津波高約　　　　　　　
   17 ｍの津波予測、大津波警報発表

10月の予定
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開催日：11 月 2 日㈯
時間　：午前９時～
場所　：尾鷲魚市場
　当日は鮮魚販売、大敷
汁・干物などの試食、マ
グロの解体ショー、タッ
チプールなどが行われます。
お問い合わせ　水産農林課　☎� 8231

開催日：11 月２日㈯
時間　：午前 10 時～
場所　：市民文化会館 ( せぎやまホール )
　当日は、木工製作体験コーナー・木工製品の
展示販売・木工製品が当
たる抽選会のほか、子ど
もたちが遊べる木の遊び
場など、様々なイベント
を予定しています。
お問い合わせ　
水産農林課　☎� 8262

開催日：11 月２日㈯～３日㈰㈷
時間　：２日㈯午前９時～午後５時
　　　 （３日㈰㈷は午後４時まで )
場所　：体育文化会館・中央公民館
　個性豊かな作品が多数出展され、放課後児童
クラブのわんぱくクラブ・くれよんの児童たち
の特別展や今年度は尾鷲中学校吹奏楽部による
演奏 ( ３日午前 10 時 30 分～ ) もあります。
お問い合わせ　生涯学習課　☎� 8293

開催日：11 月 2 日㈯
時間　：午前８時 30 分～午後０時 30 分
場所　：尾鷲魚市場
お問い合わせ　　尾鷲商工会議所☎� 2611

開催日：11 月 10 日㈰
時間　：午前９時～ ( 予定 )
場所　：市民文化会館 ( せぎやまホール )
お問い合わせ　
全国尾鷲節コンクール事務局
( 商工観光課内 )　☎� 8223

11/15 ㈮午前 10 時 45 分～せっかくウォーク　
　　　　世界遺産熊野古道　馬越峠コース
  （体育文化会館集合）
11/16 ㈯午前 7 時 30 分～ 
会場：熊野古道センター
A コース　世界遺産熊野古道 
馬越峠・猪ノ鼻水平道満喫コース
Bコース　天満みかんの丘眺望散
策コース
Cコース　岩屋堂・まちなか熊野
街道コース
特別コース１　世界遺産熊野古道　
曽根次郎坂太郎坂と三木峠・羽後
峠コース
11/17㈰午前７時30分～
会場：熊野古道センター
Dコース　世界遺産熊野古道  
八鬼山全踏破コース
Eコース　世界遺産熊野古道
八鬼山林道・みかん道コース
Fコース　世界遺産熊野古道　曽根次郎坂太郎坂コース
特別コース２　世界遺産熊野古道　曽根次郎坂太郎坂の江戸道・
明治道周回コース
申し込み　①郵便局にて、10/31㈭までに申込書に記入の上、参
加料(一般1,500円、高校生以下500円、市民、20人以上の団体は
300円割引)を添えて申し込みください。②インターネットサイト
にて、モシコム・スポーツエントリーから申し込みください。
※コースにより別途運賃が必要となります。
※申込書は尾鷲市役所で配布しています。
※別途、振込手数料が必要となります。

お問い合わせ
おわせ海・山ツーデーウォーク実行委員会事務局　　
　(商工観光課内)　　☎�８２２３

雨天決行 参加募集中

秋のイベント特集

「おわせ」を満喫！

尾鷲イタダキ市

おわせ魚まつり

尾鷲ヒノキ
ふれあいフェスタ

尾鷲市民文化展

全国尾鷲節コンクール

おわせ海・山
ツーデーウォーク
11/15 ㈮ 16 ㈯ 17 ㈰

11月の予定
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本読み HAPPYDAY

子育て HAPPY DAY

10/19 ㈯
午前９時 30 分～

午後２時 20 分～午後４時

長
は せ が わ

谷川義
よしふみ

史さん　絵本ライブ
絵
本
作
家

先着 150 人 ( 要整理券 )
10 月１日㈫から図書館で
整理券を配布します（１家族分のみ）
※電話受付はできません
サイン会：絵本ライブ終了後に開始します
※サイン券が必要です

（10/19 　午後１時　 3 Ｆロビーで配布）

人気絵本作家 ･ 長谷川義史さんによる絵本ライブ！
絵本の読み聞かせやウクレレの生演奏など、
子どもも大人も楽しめること間違いなしです！
ぜひご家族でお越しください。

青空が似合う中庭で読書しながらゆっ
たりの～んびり過ごしてくださいね♪
楽しいイベントいろいろたくさん！

体験コーナー「紙で遊ぼう」午後２時まで
おはなしコーナー　午後 2 時まで
あおぞらまーけっと　午後 2 時 30 分まで
カフェ図書館　午後５時まで
絵本展示
トーテムポール展示　午後 1 時から

お問い合わせ
図書館　☎�8282

中庭で読書

あおぞらまーけっと☆

健康H
ハッピー

appyD
デイ

ay10/20㈰
受付：午前 10 時～
　　　　午後 3 時

福祉保健センター

中央公民館

試食♩測定♪体験♬　　みつけませんか！あなたにあった健康習慣‼

測定・検診・相談 体験

試食

お楽しみ
・骨密度・足指力・握力・体組成
・尿検査：1 日当たりの塩分摂取量
・立ち上がり　前屈
・アルコールパッチテスト
・無料歯科検診＆こども無料フッ素塗布
・医師、歯科医師、薬剤師に聞こう！　
　健康、健診結果、お薬、歯科相談
　

★ボクシングダイエット
 ①午前 10 時 30 分②午前 11 時 30 分③午後
１時 30 分④午後２時 30 分 ( 各定員 10 人）
★心を休ませるヨガと呼吸法
  ①午前11時②午後１時30分（各定員15人）
　（★）は事前予約がおすすめ！
・脳活性化ゲーム、輪投げ
・ヒノキの香りでリラックス
・アロマハンド、ヘッドマッサージ
・いこいのカフェ
・歯磨き簡単チェック

・おいしく減塩の
　　　　　　コツ
・手作り野菜スムージー

午前 10 時～
子どもステージ
(わんぱくクラブ・
くれよん )

午前 11 時 30 分～　健康弁当販売
午後   1 時～　よいとこスタンプ
　　　　　　    ガラガラ大抽選

お問い合わせ
　福祉保健課　☎�３８７１

※駐車場について
　〇尾鷲小学校職員駐車場　
　〇尾鷲市役所駐車場

秋のイベント特集
「おわせ」を満喫！

キッズ
・体を使った遊び
　（じゃんけん列車・カードめくり）
・射的、プラバンづくり
・野菜と仲よくなろう！

　　　　　　野菜スタンプ

協力：尾鷲市健康づくり推進協議会委員所
属組織、尾鷲よいとこスタンプ会、
尾鷲中学校ボランティアサークル
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応
募
受
付
期
間

10
月
１
日
㈫
～
令
和
２
年
１
月
９
日
㈭

応
募
方
法

中
央
公
民
館
に
あ
る
募
集
要
項
に
基
づ

き
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格　
小
学
生
以
上（
市
内
外
問
わ
ず
）

但
し
、
箸
製
作
を
生
業
と
し
て
い
な
い

人
、
自
ら
「
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
材
」
を
用
い

て
製
作
し
た
も
の

部
門　
①
小
学
生
の
部
②
中
学
生
の
部

③
高
校
生
の
部　
④
一
般
の
部

尾
鷲
ヒ
ノ
キ 

マ
イ
は
し
コ
ン
テ
ス
ト

展
示
期
間　
令
和
２
年
１
月
24
日
㈮
～

26
日
㈰

時
間  

24
日
㈮
午
前
９
時
～
午
後
５
時

25
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後
５
時

26
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
４
時

展
示
場
所　
中
央
公
民
館

お
問
い
合
わ
せ 

　
生
涯
学
習
課　
☎
�
０
０
０
１

日
時　
10
月
27
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館

内
容　
樹
木
雑
話

対
象　
高
校
生
以
上 

30
人

講
師　
樹
木
医 

小
倉
光
善
さ
ん

募
集

第
９
回
尾
鷲
ヒ
ノ
キ 

マ
イ
は
し

コ
ン
テ
ス
ト　

作
品
募
集

樹
木
講
座
「
樹
木
雑
話
」

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

持
ち
物　
筆
記
用
具

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
10
月 

23
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
５
時
ま
で
「
電
話
可
」

(

但
し
、
定
員
に
達
し
た
時
点
で
締
切)

お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
☎
�
０
０
０
１

日
時　
10
月
16
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
１
時 

           （
受
付
午
前
９
時
45
分
～
）

場
所　
中
央
公
民
館

内
容　
尾
鷲
の
伝
統
料
理
・
お
し
ず
し
他
を

           
作
り
ま
す
。

対
象　
一
般

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

講
師　
尾
鷲
市
食
生
活
改
善

                                
推
進
連
絡
協
議
会

参
加
費　
５
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
あ
れ
ば
）

申
込
期
間　
10
月
15
日
㈫
正
午
ま
で

(

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
ま
す
。)

お
問
い
合
わ
せ 

　
生
涯
学
習
課　
☎
�
０
０
０
１

郷
土
料
理
教
室
参
加
者
募
集

お
菓
子
作
り
教
室
参
加
者
募
集

　
か
ぼ
ち
ゃ
の
ケ
ー
キ
・
黒
葛
き
な
こ
を
作

り
ま
す
。

日
時　
10
月
23
日
㈬
午
前
９
時
～　

場
所　
矢
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
８
０
０
円

定
員　
10
人

受
付　
10
月
１
日
㈫
～

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
な
り

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

矢
浜
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　
☎
�
６
３
６
７

三
木
里
タ
ラ
ソ
教
室

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　
楽
し
み
な
が
ら
、
潮
風
を
感
じ
な
が

ら
、
波
の
音
を
感
じ
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
で
、
一
緒
に
健
康

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　
11
月
18
日
㈪
、
12
月
16
日
㈪
、

１
月
27
日
㈪
、
２
月
17
日
㈪
、
３
月
９

日
㈪
、
３
月
16
日
㈪

午
後
１
時
半
～
３
時

講
師
：
木
下
藤
寿 

氏

持
ち
物
：
お
茶　
タ
オ
ル　
筆
記
用
具　

健
康
H
A
P
P
Y
ポ
イ
ン
ト
手
帳

申
込
開
始
：
10
月
１
日
㈫
～

募
集
定
員
20
人

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課
☎
�
３
８
７
１

尾
鷲
節
を
一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
？

尾
鷲
小
学
校
運
動
会

　
10
月
５
日
㈯
に
、
尾
鷲
小
学
校
で
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
毎
年
、
全
校
児

童
で
踊
っ
て
い
る
尾
鷲
節
を
、今
年
は
、

尾
鷲
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
中

心
と
な
り
、
生
唄
・
生
演
奏
で
踊
り
ま

す
。
ま
た
と
な
い
機
会
な
の
で
地
域
の

皆
さ
ま
に
も
踊
り
に
参
加
い
た
だ
き
、

尾
鷲
節
の
す
ば
ら
し
さ
を
一
緒
に
味
わ

い
ま
せ
ん
か
？
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

人
は
、
午
後
０
時
半
ご
ろ
運
動
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
総
務
課
☎
�
８
２
９
２

令
和
２
年
度　

ま
ち
の
駅

　
　
　
　
　

新
規
加
入
募
集

　
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
尾
鷲
で

は
、
お
わ
せ
棒
食
べ
歩
き
や
体
験
が
出

来
る
ま
い
ま
い
尾
鷲
な
ど
来
訪
者
の
ま

ち
な
か
回
遊
と
滞
在
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。
お
も
て
な
し
の

心
が
あ
れ
ば
、
商
店
や
飲
食
店
、
そ
の

他
神
社
仏
閣
や
事
業
所
な
ど
も
、
ま
ち

の
駅
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
駅
数　
５
駅
程
度

◆
募
集
期
間　
随
時

◆
応
募
方
法　
電
話
申
し
込
み
。

◆
年
会
費　
　
１
０
、０
０
０
円

ま
ち
の
駅
と
は
？

①
地
域
の
情
報
、
旬
の
情
報
や
地
元
な

ら
で
は
の
情
報
を
発
信
す
る
ま
ち
の
案

内
所

②
地
域
の
人
と
来
訪
者
と
の
出
会
い
や

交
流
の
場
や
地
元
の
住
民
同
士
が
集
え

る
寄
り
合
い
処

③
誰
も
が
ト
イ
レ
の
利
用
や
無
料
休
憩

で
き
る
ま
ち
の
休
憩
所

※
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
、
地
域
の
活

性
化
を
目
指
し
ま
す
。

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
観
光
物
産
協
会　
☎
�
８
２
６
１
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
75
歳
以
上

の
人
を
対
象
と
し
た
医
療
制
度
で
す

が
、
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障

が
い
が
あ
り
、
申
請
に
よ
り
三
重
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受

け
た
人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
で
き
ま
す
。

●
一
定
の
障
が
い
と
は
？

・
国
民
年
金
法
等
に
お
け
る
障
害
年
金　

１
級
・
２
級

・
身
体
障
害
者
手
帳　
１
級
か
ら
３
級
、

４
級
の
一
部

※
４
級
の
一
部
と
は
：
音
声
、
言
語
、

下
肢
の
１
号
、
３
号
ま
た
は
４
号
に
関

す
る
障
害
）

・
療
育
手
帳　
Ａ
１
、
Ａ
２

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　
１
級
、

２
級

●
障
が
い
認
定
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
す
る
た
め
の
申
請
に
つ

い
て

　
障
が
い
の
程
度
が「
一
定
の
障
が
い
」

に
該
当
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

の
加
入
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
も
し
く
は
、
障

が
い
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

国
民
年
金
の
年
金
証
書
等

②
印
鑑

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
）

　
●
障
が
い
認
定
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
し
た
人
に
つ
い
て

認
定
を
受
け
た
時
は
、
そ
れ
ま
で
加
入

し
て
い
た
医
療
保
険
の
資
格
喪
失
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
た
場
合
で
も
、
75
歳
に
な
る
ま
で
の

間
は
障
が
い
認
定
の
撤
回
届
を
す
る
こ

と
で
脱
退
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
な

お
、
脱
退
し
た
場
合
に
は
、
国
民
健
康

保
険
等
の
医
療
保
険
制
度
へ
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課　

　
　
　
　
☎
㉓
８
１
９
３

【
対
象
者
】

①
市
内
に
住
民
票
を
有
し
、
接
種
日
に

満
65
歳
以
上
の
人

②
予
防
接
種
施
行
令
で
定
め
る
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
人

※
心
臓
、
腎
臓
又
は
呼
吸
器
の
機
能
に

自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度

に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る

人
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

日
常
生
活
の
ほ
と
ん
ど
が
不
可
能
な
程

度
の
障
害
を
有
す
る
人
（
該
当
の
有
無

に
つ
い
て
は
主
治
医
に
要
確
認
）

【
接
種
方
法
】

  

個
別
接
種
に
て
１
回
接
種
し
ま
す

【
接
種
期
間
】

  

10
月
15
日
㈫

　

 

　
～ 

令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

【
自
己
負
担
金
】

  

１
、５
２
７
円
を
医
療
機
関
窓
口
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

（
生
活
保
護
者
は
無
料
）

【
接
種
医
療
機
関
】

  

三
重
県
内
の
実
施
受
託
医
療
機
関

　
（
た
だ
し
尾
鷲
市
、
紀
北
町
以
外
で

　
接
種
希
望
の
人
は
事
前
に
左
記
ま
で

　
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。）

お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課
☎
�
３
８
７
１

イベント

後
期
高
齢
者
医
療
障
害
認
定

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

              

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
11
月
30
日
㈯
ま
で
、
特
定
健
康

診
査
（
特
定
健
診
）・
後
期
高
齢
者

健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
高
血

圧
性
疾
患
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
に
な
ら
な
い
よ
う
、
毎
年

必
ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！　

　
ま
た
、
今
月
は
左
記
の
と
お
り

集
団
健
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
の
人
は
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
【
対
象
者
】

・
尾
鷲
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
40
歳
～
74
歳
の
人

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
人

10
月
の
集
団
健
診
予
定

　
【
日
時
会
場
】

　
10
月
27
日
㈰ 

午
前
８
時
30
分
～　

　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
【
定
員
】

　
尾
鷲
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者　

    
30
人

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者　

    

20
人

   

※
定
員
と
な
り
次
第
受
付
終
了

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課　

　
　
　
　
☎
�
８
１
９
３

ご
存
知
で
す
か
？

残
り
２
カ
月
！

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健

診
は
も
う
受
け
ま
し
た
か
？

　
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
尾
鷲
で

は
、
お
わ
せ
棒
食
べ
歩
き
や
体
験
が
出

来
る
ま
い
ま
い
尾
鷲
な
ど
来
訪
者
の
ま

ち
な
か
回
遊
と
滞
在
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。
お
も
て
な
し
の

心
が
あ
れ
ば
、
商
店
や
飲
食
店
、
そ
の

他
神
社
仏
閣
や
事
業
所
な
ど
も
、
ま
ち

の
駅
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
駅
数　
５
駅
程
度

◆
募
集
期
間　
随
時

◆
応
募
方
法　
電
話
申
し
込
み
。

◆
年
会
費　
　
１
０
、０
０
０
円

ま
ち
の
駅
と
は
？

①
地
域
の
情
報
、
旬
の
情
報
や
地
元
な

ら
で
は
の
情
報
を
発
信
す
る
ま
ち
の
案

内
所

②
地
域
の
人
と
来
訪
者
と
の
出
会
い
や

交
流
の
場
や
地
元
の
住
民
同
士
が
集
え

る
寄
り
合
い
処

③
誰
も
が
ト
イ
レ
の
利
用
や
無
料
休
憩

で
き
る
ま
ち
の
休
憩
所

※
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
、
地
域
の
活

性
化
を
目
指
し
ま
す
。

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
観
光
物
産
協
会　
☎
�
８
２
６
１
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10月1日㈫から

ふれあいバス

八鬼山線・ハラソ線
路線及びダイヤを一部変更

皆   さ
ん
の
交
通
手
段
の

確
保
及
び
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
、10

月
１
日
㈫
か
ら「
ふ
れ
あ
い
バ

ス
」八
鬼
山
線
・
ハ
ラ
ソ
線
の

路
線
及
び
ダ
イ
ヤ
を
一
部
改

正
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
一
部
改
正
は
、
日
頃
よ
り

バ
ス
を
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
皆

さ
ん
か
ら
の
要
望
を
も
と
に
実
施

す
る
も
の
で
す
。
主
な
改
正
点
は

次
の
３
点
で
す
。

八
鬼
山
線
に
お
け
る
三
木
浦
～
三

木
里
間
の
接
続
強
化

　
主
に
利
用
者
か
ら
、「
三
木
里

方
面
へ
の
接
続
が
少
な
く
、
大
変

不
便
で
あ
る
。」
と
の
ご
要
望
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
三
木
浦
～
三
木
里
間

の
接
続
は
、
１
日
の
運
行
本
数
８

便
の
う
ち
２
便
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
を
６
便
に
増
便
し

ま
す
。

八
鬼
山
線
・
ハ
ラ
ソ
線
に
お
け
る

バ
ス
停
「
瀬
木
山
」
へ
の
延
伸

　
今
回
の
改
正
の
実
施
に
よ
り
、

尾
鷲
駅
で
の
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」

尾
鷲
地
区
と
の
接
続
が
一
部
困
難

と
な
る
こ
と
か
ら
、
一
部
の
便
に

お
い
て
尾
鷲
駅
を
起
点
・
終
点
と

せ
ず
、
バ
ス
停
「
瀬
木
山
」
ま
で

延
伸
し
ま
す
。

八
鬼
山
線
・
ハ
ラ
ソ
線
に
お
け
る
帰
宅

便
の
出
発
時
刻
の
調
整

　
「
午
前
中
に
尾
鷲
方
面
に
出
か
け
た

際
の
、
午
後
１
時
の
帰
り
の
便
を
も
っ

と
早
く
し
て
ほ
し
い
。」
と
の
要
望
が

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
約
20
分
、
出
発

を
早
め
ま
す
。

　
詳
し
い
路
線
及
び
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て

は
、
広
報
お
わ
せ
９
月
号
に
折
り
込
み

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
尾
鷲
市
公
共
交
通

の
ご
案
内
」
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

　
政
策
調
整
課　
　
☎
�
８
１
３
４

　
10
月
１
日
か
ら
、
軽
自
動
車
に
関
す

る
税
金
の
制
度
が
変
わ
り
、
こ
れ
ま
で

の
軽
自
動
車
税
は
「
軽
自
動
車
税(

種

別
割)

」
に
、
自
動
車
取
得
税
（
県
税
）

は「
軽
自
動
車
税(

環
境
性
能
割)

」（
市

税
）
に
な
り
ま
す
。

こ
の
改
正
に
よ
る
税
率
等
の
変
更
点
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
軽
自
動
車
税
種
別
割
（
従
来
の
軽
自

動
車
税
）

今
回
、
税
率
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
軽
自
動
車
税(

環
境
性
能
割)

（
従

来
の
自
動
車
取
得
税
）　

　
新
車
・
中
古
車
を
問
わ
ず
、
取
得
価

格
が
50
万
円
を
超
え
る
三
輪
以
上
の
軽

自
動
車
を
取
得
す
る
時
に
か
か
る
税
金

で
、
取
得
価
格
に
燃
費
基
準
に
応
じ

た
税
率
を
か
け
た
金
額
が
課
税
さ
れ
ま

す
。

　
な
お
、軽
自
動
車
税(

環
境
性
能
割)

は
市
税
で
す
が
、
当
分
の
間
、
課
税
や

徴
収
は
こ
れ
ま
で
の
自
動
車
取
得
税
と

同
様
に
県
が
行
い
ま
す
の
で
、
申
告
や

納
税
の
方
法
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

★
軽
自
動
車
税
（
環
境
性
能
割
）
に
つ

い
て　
三
重
県
総
務
部　
税
収
確
保
課

☎
０
５
９・２
２
４・２
１
２
８

★
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
つ
い
て　

　
税
務
課　
☎
�
８
１
７
１

軽
自
動
車
税
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す

９
月
30
日
ま
で

自
動
車
取
得
税(

県
税)

　
　
２
％

10
月
１
日
か
ら

軽
自
動
車
税(

環
境
性
能
割)

（
市

税
）０

％
～
２
％
（
※
）

（
※
）
特
例
と
し
て
令
和
元
年
10
月

１
日
か
ら
令
和
２
年
９
月
30
日
ま

で
の
１
年
間
は
、
取
得
時
の
負
担

を
緩
和
す
る
た
め
、
税
率
１
％
分

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
自
家
用
乗
用

車
の
み
）

環
境
性
能
等
に

応
じ
た
課
税
に
変
更



9

保育園名 所在地 募集人数 対象年齢 保育時間 特別保育 受付日・時間 受付場所

尾鷲第一 小川西町 100 ３～５歳

午前７時 30 分
～

午後５時 30 分

午後７時まで保育

10月24日㈭、25日㈮
午前９時～午後５時

福祉保健
センター

尾鷲第ニ 宮ノ上町 50 ０～５歳 ０歳児保育

尾鷲第三 北浦西町 40 １～５歳 障がい児保育

尾鷲第四 古戸町 80 １～５歳 一時預かり保育

矢浜 矢浜二丁目 50 ０～５歳 0 歳児保育

尾鷲乳児 小川西町 60 ０～２歳 午後７時まで保育

南輪内 賀田町 20 ０～５歳 0 歳児保育 10月24日㈭
午前９時～午後５時

南輪内
保育園

　

令
和
２
年
４
月
以
降
に
入

園
す
る
保
育
園
児
を
募
集
し

ま
す
。

　

保
育
園
と
は
、保
護
者
が
働

い
て
い
る
場
合
や
病
気
な
ど

の
た
め
に
保
育
が
必
要
と
認

め
ら
れ
た
小
学
校
就
学
前
の

子
ど
も
に
対
し
、保
護
者
に
代

わ
っ
て
保
育
を
行
う
施
設
で

す
。 保

育
園

新
規
入
園
児
募
集

令
和
２
年
度

【
支
給
認
定
】

　
保
育
園
を
利
用
す
る
場
合
は
、

２
号
認
定
ま
た
は
３
号
認
定
の

支
給
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

２
号
認
定
：
満
３
歳
以
上
で
保

護
者
の
就
労
や
疾
病
等
に
よ
り

保
育
を
必
要
と
す
る
小
学
校
就

学
前
の
子
ど
も

３
号
認
定
：
満
３
歳
未
満
で
保

護
者
の
就
労
や
疾
病
等
に
よ
り

保
育
を
必
要
と
す
る
小
学
校
就

学
前
の
子
ど
も

【
保
育
必
要
量
と

　
　
　
　
　
保
育
利
用
時
間
】

　

２
号
認
定
ま
た
は
３
号
認
定

を
受
け
た
場
合
、
保
育
を
必
要

と
す
る
事
由
や
内
容
に
応
じ
て

保
育
必
要
量
が
認
定
さ
れ
ま
す
。

※
保
育
必
要
量
の
認
定
に
よ
り

保育必要量 利用可能時間
（１日当たり） 認定条件の例

保育標準時間 午前７時 30 分～
　午後５時 30 分

月 120 時間以上の就労
等により保育が必要と認
められる場合

保育短時間 午前７時 30 分～
　午後３時 30 分

月 48 時 間 以 上 120 時
間未満の就労等により保
育が必要と認められる場
合

保
育
園
を
利
用
で
き
る
時
間
が

変
わ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
受
付
日
に
は
、
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
お
越
し
下
さ

い
。
児
童
一
人
に
つ
き
１
枚
の

申
請
書
が
必
要
で
10
月
１
日
㈫

か
ら  
福
祉
保
健
課　

子
育
て

支
援
係
（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

２
階
）
で
配
布
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
２

幼
稚
園

新
規
入
園
児
募
集

令
和
２
年
度

　

幼
稚
園
は
、幼
児
の
健
や

か
な
成
長
を
促
し
、そ
の
後

の
義
務
教
育
の
基
礎
を
培

う
こ
と
を
目
的
と
し
、次
の

よ
う
な
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

①
園
児
と
の
信
頼
関
係
を

深
め
、家
庭
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、一
人
ひ
と
り
に

応
じ
た
適
切
な
指
導
を
工

夫
す
る
。

②
友
だ
ち
や
地
域
の
人
た

ち
と
関
わ
る
中
で
人
と
か

か
わ
る
力
を
養
い
、自
分
も

友
だ
ち
も
大
切
に
す
る
気

持
ち
を
育
て
る
。

③
保
護
者
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
、共
に
子
育
て
を
進

め
る
場
・
親
と
子
の
育
ち

の
場
と
な
る
こ
と
を
目
指

す
。

④
小
学
校
へ
ス
ム
ー
ズ
に

入
学
で
き
る
よ
う
に
、小
学

校
と
連
携
を
図
る
。

◆
受
付
期
間

10
月
15
日
㈫
～
25
日
㈮

平
日 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
受
付
場
所

尾
鷲
幼
稚
園

※
入
園
申
込
書
は
幼
稚
園
で

配
布
し
ま
す
。

◆
保
育
年
齢

１
年
保
育
（
５
歳
児
）

平
成
26
年
４
月
２
日
～

　
平
成
27
年
４
月
１
日
生

２
年
保
育
（
４
歳
児
）

平
成
27
年
４
月
２
日
～

　
平
成
28
年
４
月
１
日
生

　
お
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課　
☎
�
８
２
９
１

園名 所在地 保育期間 募集人数

尾鷲
幼稚園

中村町
４番 11 号

１年保育（５歳児） 35 人

２年保育（４歳児） 30 人
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市
内
の
百
歳
以
上
の
ご
長
寿
の
皆
さ
ん

 
 

 
 

（
９
月
15
日
現
在
）

牛う
し
じ
ま嶋　

フ
サ
ヱ　
さ
ん 

大
字
向
井 
１
０
３
歳

辻つ
じ　
ふ
く
ゑ　
さ
ん 

南
陽
町 

 
１
０
２
歳

松ま
つ
な
が永　

き
み　
さ
ん 

古
戸
町 

 

１
０
２
歳

倉く
ら
も
と本　

積も
り
か
ず一　

さ
ん 

野
地
町 

 

１
０
２
歳

橋は
し
も
と本　

つ
ぎ　
さ
ん 

中
村
町 

 

１
０
１
歳

西に
し　
ハ
ナ
エ　
さ
ん 

宮
ノ
上
町 

１
０
１
歳

今い
ま
い井　
愛あ

い
こ子 　
さ
ん 

中
村
町 

 

１
０
１
歳

西に
し
か
わ川　
か
ず
ゑ　
さ
ん 

中
井
町 

 

１
０
１
歳

濵は
ま
な
か中　

す
ゞ
子　
さ
ん 

三
木
浦
町 

１
０
１
歳

世せ
こ古　

キ
ヨ
ミ　
さ
ん 

泉
町 

 

１
０
０
歳

田た
さ
き﨑　
みみ　
きき 　
さ
ん 

九
鬼
町 

 

１
０
０
歳

小お
ぐ
ら倉　
つ
ゑ　
さ
ん 

大
字
大
曽
根
浦 

１
０
０
歳

塩し
お
づ津　
樛つ

が
こ子　
さ
ん 

港
町 

 

１
０
０
歳

大お
お
か
わ川

　　
とと　
さ
ん 

古
江
町 

 

１
０
０
歳

　
※
ほ
か
に
３
人
匿
名
の
人
が
い
ま
す
。

 

お
問
い
合
わ
せ　
福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
１

里
親
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

～
10
月
は
里
親
月
間
で
す
～

　
県
内
に
は
、
保
護
者
の
病
気
や
事

故
、
養
育
困
難
な
ど
の
様
々
な
理
由

に
よ
り
、
保
護
者
と
一
緒
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
家
庭

へ
迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛
情
を
も
っ

て
育
て
て
い
る
人
が
「
里
親
」
で
す
。

里
親
は
、
児
童
福
祉
法
に
定
め
ら
れ

て
お
り
、「
公
的
に
」
子
ど
も
の
養
育

を
行
い
ま
す
。

◆
里
親
の
種
類

①
養
育
里
親

　
保
護
者
と
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
ま
で
、
ま
た
は
自
立
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
（
原
則
18

歳
ま
で
）
養
育
す
る
里
親
で
す
。

②
専
門
里
親

　
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
、
非
行
傾

向
の
あ
る
子
ど
も
、
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
な
ど
、
特
に
専
門
的
な
支
援

が
必
要
な
子
ど
も
を
養
育
す
る
里
親

で
す
。

③
親
族
里
親

　
保
護
者
の
死
亡
等
に
よ
り
、
子
ど

も
を
養
育
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
、

子
ど
も
の
扶
養
義
務
者
で
あ
る
親
族

（
祖
父
母
等
）が
養
育
す
る
里
親
で
す
。

④
養
子
縁
組
里
親

　
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
養
親
と
な
る

こ
と
を
希
望
す
る
里
親
で
、
養
子
縁

組
が
成
立
す
る
ま
で
里
親
と
し
て
養

育
し
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
専
門
里
親
や
親
族
里

親
も
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
か
ら
登
録
ま
で
の
流
れ

①
紀
州
児
童
相
談
所
へ
相
談
➡
②
研

修
➡
③
家
庭
訪
問
調
査
・
申
請
➡
④

施
設
実
習
➡
⑤
審
査
・
登
録

◆
里
親
出
前
講
座

　
里
親
制
度
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
地
域
の
会
合
や
研
修

会
な
ど
で
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
里
親
説
明
会

　
「
里
親
さ
ん
の
お
話
、
聞
い
て
み
ま

せ
ん
か
？
」

県
内
各
地
で
説
明
会
を
開
催
し
て
お

り
、
市
で
は
、
令
和
２
年
１
月
18
日

㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分　

中
央
公
民
館
３
階
大
会
議
室
で
開
催

し
ま
す
。
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
や

子
ど
も
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
人
な
ど
、
ど
な
た
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

紀
州
児
童
相
談
所　
☎
�
３
４
３
５　

福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
２

祝
ご
長
寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

９
月
16
日
の「
敬
老
の
日
」に
ち
な
ん
で
、市
で
は
新
た
に
百

歳
に
な
っ
た
人
に
お
祝
い
を
贈
り
、ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し

た
。ま
た
、市
長
が
市
内
在
住
の
百
歳
以
上
の
人
に
お
会
い
し

て
、ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
、ま
す
ま
す
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
ね
！

牛嶋フサヱさん倉本積一さん橋本つぎさん
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７
月
28
日
に
行
わ
れ
た
「
海

洋
深
層
水
で
茹
で
た
流
し
そ
う

め
ん
体
験
」
に
は
、
た
く
さ
ん

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
う
め
ん
を
茹
で
る
際
や
麺

つ
ゆ
に
海
洋
深
層
水
の
淡
水
を

使
っ
て
い
ま
す
。
た
い
へ
ん
美

味
し
い
体
験
と
な
り
参
加
者
の

皆
さ
ん
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
深
層
水
は
淡
水
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
！
今
回
は
「
原
水
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
原

水
は
深
さ
４
１
５
ｍ
の
海
か
ら

運
ん
で
き
た
海
水
そ
の
も
の
の

こ
と
で
、
普
通
の
海
水
と
比
べ

アクアステーション便り

は
じ
め
ま
し
て　

　
　
　
　

満
１
歳 

で
す

西
にしむら

村寧
ね ね か

々花ちゃん
（倉ノ谷町、父・友希 母・球奈）

ね
ね
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で
と
う
！

 

い
つ
も
可
愛
い
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
♡

青
あ お き

木楓
ふ う か

果ちゃん
（北浦町、父・三明 母・友美)

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
、ふ
う
か
ち
ゃ

ん
！
こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に

育
っ
て
ね
！

内
うちやま

山 桜
さくら

ちゃん
（矢浜、父・雅基 母・由衣）

お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き
さ
く
ち
ゃ
ん
。

１
歳
お
め
で
と
う
！

髙
たかむら

村穂
ほ の か

香ちゃん
（上野町、父・彰宏 母・悠子)

に
ぃ
に
大
好
き
ほ
の
ち
ゃ
ん
♡
こ
れ
か

ら
も
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね

　

満
１
歳
の
お
子
さ
ま
の
写
真
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。（
誕
生
月
と
掲
載
月

が
異
な
る
場
合
も
掲
載
で
き
ま
す
。
）

　

写
真
に
お
子
さ
ま
の
名
前
（
よ
み
が

な
）・
保
護
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
秘
書
広
報
係

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

前
ま え だ

田優
ゆ う た

太くん
（小川東町、父・吉徳 母・由香)

い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
！

み
ん
な
ゆ
う
た
の
こ
と
大
好
き
だ
よ
♡

て
栄
養
が
豊
富
で
、
細
菌
等
が
少
な
く

化
学
物
質
に
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
清
浄

な
水
で
す
。

　
塩
の
代
わ
り
に
原
水
を
使
っ
て
麺
や

パ
ン
を
作
る
と
グ
ル
テ
ン
の
熟
成
が
上

が
り
モ
チ
モ
チ
と
し
た
食
感
の
良
い
物

が
出
来
上
が
り
ま
す
。
他
に
も
塩
水
を

使
う
料
理
に
原
水
を
使
う
と
味
や
食
感

が
良
く
な
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
原
水
は
海
水
魚
や
珊
瑚
の
飼
育

に
と
て
も
適
し
て
い
ま
す
。
海
水
魚
を

飼
わ
れ
て
い
る
方
は
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ア
ク
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
ポ
リ
タ
ン

ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
で
分
水
が
可

能
で
す
。
生
活
の
中
で
ご
利
用
い
た
だ

き
、
海
洋
深
層
水
の
良
さ
を
体
験
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

ア
ク
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
�
８
０
８
０

役
立
つ
海
洋
深
層
水
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【
使
用
可
能
店
舗
】

【
総
合
食
料
品
】

・
イ
オ
ン
尾
鷲
店

・
お
わ
せ
お
魚
い
ち
ば
お
と
と

・
主
婦
の
店　
サ
ン
バ
ー
ス
ト

・
主
婦
の
店　
せ
ぎ
や
ま
店

・
主
婦
の
店　
セ
ン
ト
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
の
～
じ
へ
い
こ
ら
い

・
プ
ラ
イ
ス
カ
ッ
ト
尾
鷲
店

・（
株
）
や
き
や
ま
ふ
ぁ
～
む
【
三
木
里
】

・
山
正
ス
ト
ア
ー

・
コ
ー
プ
み
え

【
魚
】

・（
資
）
大
瀬
勇
商
店

・
尾
鷲
金
盛
丸

・
岩
崎
商
店

・
北
村
魚
店

・
北
村
商
店

・
三
和
水
産
（
株
）（
三
木
浦
）

・
竹
本
魚
店

・
株
式
会
社　
長
久
丸

・（
株
）
中
山
商
店

・
西
野
商
店　
林
町
店

・
は
し
佐
商
店

・
神
保
商
店

尾
鷲
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

使
用
可
能
店
舗
一
覧

【
販
売
】

日
時

：

10
月
１
日
㈫
～
令
和
２
年

１
月
31
日
㈮

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

場
所

：

福
祉
保
健
課　

【
使
用
期
間
】

10
月
１
日
㈫
～

　
　
　
　
令
和
２
年
２
月
29
日
㈯

※
使
い
残
し
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

☎
�
８
２
０
１

・
神
保
商
店　
駅
前
店

・
上
野
商
店

【
菓
子
】

・
朝
日
饅
頭
本
舗

・
か
し
熊

・
福
助
堂

・
和
菓
子
の
開
進
堂

【
そ
の
他
飲
食
料
品
】

・
北
村
酒
店
＆
駄
菓
子
店

・（
有
）
楠
丑
商
店

・（
有
）
中
村
商
会
く
ら
が
り
や

・（
有
）
宏
明

・（
有
）
世
古
米
穀
店

・
ぶ
た
ふ
く

・
へ
の
へ
の
も
へ
じ

・（
名
）
堀
畑
酒
店

・
ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ 

た
な
か
尾
鷲
店

・
山
嵜
米
店

【
服
】

・
ア
ク
イ
ー
ル

・
ウ
エ
ス
ト
・
コ
ー
ス
ト

・（
資
）
佐
々
木
呉
服
店

・
S
U
P
E
R G
I
R
L

・
つ
る
や
呉
服
店

・
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ　
ツ
チ
ヤ

・
の
だ

・
パ
ー
テ
ィ
ハ
ウ
ス
尾
鷲
店

・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク　

　
　
　
　
　
　
　
ナ
カ
ミ
チ
尾
鷲
店

・
f
a
v
o
r
i

・
ミ
ヤ
イ

・
和
優
館
み
や
い

・
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル

・
婦
人
服
レ
デ
ィ
ス
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン　

    
                                     

き
よ
や

・
和
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
え
む
ら

【
ス
ポ
ー
ツ
】

・（
有
）
ウ
チ
ヤ
マ
ス
ポ
ー
ツ

【
貴
金
属
等
】

・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
パ
リ

・（
株
）
ウ
エ
ダ　
ウ
ィ
ズ
・
ユ
ー

・
京
都
メ
ガ
ネ
館

・
メ
ガ
ネ
の
オ
ク
ム
ラ

【
化
粧
品
・
薬
】

・
イ
シ
ブ
チ
薬
局　
古
戸
セ
ン
タ
ー

・
石
渕
薬
局
（
資
）　
イ
シ
ブ
チ
薬
局

・
ド
ラ
ッ
ク
セ
イ
ム
ス　
尾
鷲
栄
店

・
ド
ラ
ッ
ク
セ
イ
ム
ス　
尾
鷲
末
広
店

・
山
下
薬
局

・
三
善
薬
品

【
燃
料
】

・
伊
藤
石
油
（
株
）　
尾
鷲
海
岸
SS

・
伊
藤
石
油
（
株
）　
海
上
課

・
伊
藤
石
油
（
株
）　
尾
鷲
国
道
SS

・
奥
村
石
油

・
北
村
石
油
店

・（
有
）
幸
起
石
油

・
正
栄
石
油
（
株
）

・（
有
）
高
村
石
油

・
中
子
プ
ロ
パ
ン
販
売
店

・
三
重
交
通
商
事
（
株
）
尾
鷲
営
業
所

・
関
西
プ
ロ
パ
ン
瓦
斯

【
自
転
車
】

・
更
屋
商
会

【
電
気
】

・
エ
デ
ィ
オ
ン
尾
鷲
店

・
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
尾
鷲
店

・
彩
電
館
や
ま
も
と

・（
有
）
タ
ム
ロ
デ
ン
キ

・（
有
）
野
田
電
業

・
三
船
電
機

【
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
】

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
お
わ
せ　
末
広
店

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
お
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
病
院
前
店

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
お
わ
せ　
栄
店

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
お
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
イ
ン
タ
ー
店

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
お
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
町
店

【
工
芸
品
】

・
ぬ
し
熊

【
事
務
用
品
・
雑
貨
他
】

・
ア
ン
デ
ル
セ
ン

・
お
く
む
ら
模
型
店

・（
資
）
小
椋
商
会

・（
株
）
オ
ワ
セ
カ
ラ
ー
現
像
所

・
川
崎
尚
古
堂

・
コ
メ
リ
ハ
ー
ド
＆
グ
リ
ー
ン　
尾
鷲
店

・
芝
田
商
店

・
T
S
U
T
A
Y
A
 W
A
Y　
尾
鷲
店

・
土
井
商
会

・
長
野
印
章
（
有
）

・（
有
）
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ　
べ
っ
と
う

　
　
　

【
建
設
・
建
築
他
】

・
内
山
建
設

・
楠
製
材

・
ナ
カ
ム
ラ
尾
鷲
営
業
所

・（
株
）
濱
周
商
事

・（
有
）
豆
屋
ガ
ラ
ス

見　本
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【
使
用
可
能
店
舗
】

【
総
合
食
料
品
】

・
イ
オ
ン
尾
鷲
店

・
お
わ
せ
お
魚
い
ち
ば
お
と
と

・
主
婦
の
店　
サ
ン
バ
ー
ス
ト

・
主
婦
の
店　
せ
ぎ
や
ま
店

・
主
婦
の
店　
セ
ン
ト
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
の
～
じ
へ
い
こ
ら
い

・
プ
ラ
イ
ス
カ
ッ
ト
尾
鷲
店

・（
株
）
や
き
や
ま
ふ
ぁ
～
む
【
三
木
里
】

・
山
正
ス
ト
ア
ー

・
コ
ー
プ
み
え

【
飲
食
】

・（
有
）
ア
イ
ム　
回
転
寿
司
お
わ
せ

・
味
わ
い

・
魚
処　
豆
狸

・
江
戸
っ
子

・（
有
）
お
か
め

・
お
好
み
焼
き　
ふ
く
じ
ゅ

・
お
好
み
焼
き　
鷲
尾

・
鬼
瓦

・
割
烹　
田
舎

・
可
成
屋

・
カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
・
ハ
ウ
ス　
め
し
や

・
喫
茶　
セ
ル
フ

・
さ
ん
き
茶
屋

・
し
の
ぶ

・
食
事
処　
も
り
ば

・
大
福

・
た
こ
辻

・（
有
）
た
わ
ら
や

・
茶
凡

・
パ
ス
タ
＆
コ
ー
ヒ
ー　
遊
味

・
焼
肉　
か
ら
し
亭　
尾
鷲
店

・
焼
肉　
燦

・
焼
肉
な
か
む
ら

・
焼
肉　
美
松

・
与
太
呂

・
洋
食
喫
茶　
ロ
リ
エ

・
中
華
料
理　
来
々
軒

・
レ
ス
ト
ラ
ン
三
紀

・
コ
メ
ダ
珈
琲　
尾
鷲
店

・
う
ま
い
も
ん
や　
T
E
N

・
大
吉　
尾
鷲
店

【
ホ
テ
ル
】

・
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル　
望
月

【
理
美
容
】

・
K
e
n
’
s ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン

・
バ
ー
バ
ー
ス
タ
イ
ル
ソ
ウ
ル

・
h
a
i
r d
o K
a
n
o
n

・
ヘ
ア
サ
ロ
ン
松
生

・
ラ
・
メ
ー
ゼ

【
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
】

・
丸
二
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

・
三
国
屋
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

・
宮
岡
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

・
矢
浜
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

【
自
動
車
】

・
広
下
タ
イ
ヤ
商
会

・（
株
）
オ
ザ
キ
タ
イ
ヤ
尾
鷲
店

【
そ
の
他
】

・（
株
）
エ
イ
ゼ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

・
尾
鷲
印
刷
（
資
）

・
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
内
装
材

　
　
　
　
　
　
加
工
協
同
組
合

・（
株
）
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ク
シ
ー

　
尾
鷲
営
業
所

・
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
せ
ぎ
や
ま

・
高
村
石
材

・
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル　
　

　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ス
ク
フ
ェ
ア

・
三
重
交
通
（
株
）

　
　
　
　
南
紀
旅
行
支
店

・
夢
古
道
お
わ
せ

・
夢
古
道
の
湯

地域包括
ケアシステムとは？

高齢になっても、住み慣れ
た地域で安心して暮らし続
けることができるよう、地
域のみんなで支え合い、医
療・介護・介護予防・住まい・
生活支援のそれぞれが連携
し、一体的にサービスが提
供される仕組みづくりのこ
とです。

　　　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
連
載
⑧
　「
看
取
り
」
に
つ
い
て

「
人
生
の
終
わ
り
ま
で
、
あ
な
た
は
、

　

ど
の
よ
う
に
、
過
ご
し
た
い
で
す
か
？
」

　
誰
で
も
、い
つ
で
も
、命
に
係
わ

る
大
き
な
病
気
や
け
が
を
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
命
の
危
険
が
迫
っ
た
状
態
に
な

る
と
、約
70
％
の
方
が
医
療
や
ケ

ア
な
ど
を
自
分
で
決
め
た
り
望
み

を
人
に
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
自
ら
が
希
望
す
る
医
療
や
ケ
ア

を
受
け
る
た
め
に
、「
自
分
は
ど
う

し
た
い
か
」を
前
も
っ
て
考
え
、周

囲
の
人
た
ち
と
話
し
合
う
こ
と
が

大
事
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、人
生
の
最
期
ま
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
続
け
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
？
」、「
家
族
と
し
て
、

あ
る
い
は
専
門
職
と
し
て
、自
分
に

何
が
で
き
る
の
か
？
」を
改
め
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、住
民
公
開

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

紀
北
在
宅
医
療
介
護

連
携
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
�
２
０
１
０

福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
１

日
時
：
10
月
10
日
㈭ 

　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
開
演

場
所：市
民
文
化
会
館（
せ
ぎ
や
ま
ホ
ー
ル
）　

講
師
：
國
森
康
弘 

氏

　
　

 （
写
真
家・フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

共
催
：
紀
北
医
師
会
・
尾
鷲
市
・
紀
北
町
・

尾
鷲
歯
科
医
師
会
・
紀
北
薬
剤
師
会
・

紀
北
在
宅
医
療
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー

住
民
公
開
講
座

あ
た
た
か
な
看
取
り

　

～
い
の
ち
の
バ
ト
ン
リ
レ
ー
～

写真絵本『いのちつぐ「みとりびと」』（農文協、現 12 巻）、
第 1 巻「恋ちゃんはじめての看取り」

ミニ写真展
同 時 開 催

入
場
無
料
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み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

　
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、お
子

さ
ん
た
ち
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
の
時
間
は
持
て
て
い
ま
す

か
？

　
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
は「
心
の
栄

養
」と
言
わ
れ
て
お
り
、子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
の

た
め
に
、大
切
な
時
間
で
す
。

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
効
果
と

は
？

　
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
と
は
、肌
と

肌
が
触
れ
合
う
こ
と
を
言
い

ま
す
。
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に
よ

り
、オ
キ
シ
ト
シ
ン（
別
名「
愛

情
ホ
ル
モ
ン
」と
呼
ば
れ
る
）

が
脳
内
に
放
出
さ
れ
、安
心
感

や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、自
分
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
が
強

く
な
る
、自
己
肯
定
感
を
高
め

る
と
い
っ
た
効
果
を
も
た
ら

し
ま
す
。

　

心
の
健
康
は
体
の
健
康
に

つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、心

が
安
定
し
、自
分
に
自
信
を
持

つ
こ
と
は
、様
々
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
く
力
や
、人
と
の
関

係
を
大
切
す
る
力
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。

　
ま
た
、ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
効

果
は
双
方
に
作
用
す
る
た
め
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、親

自
身
に
も
同
様
の
効
果
を
も

た
ら
し
ま
す
。
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
は
、お
互
い
を
温
か
い
気
持

ち
に
さ
せ
、絆
を
深
め
ま
す
。

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
た
愛

着
形
成
は
、や
が
て
社
会
で

生
き
て
い
く
た
め
の「
生
き
る

力
」に
つ
な
が
り
ま
す
。

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
ポ
イ
ン
ト

・
や
さ
し
く
触
れ
合
い
ま
し
ょ

う
　

短
時
間
で
も
大
丈
夫
。
抱

き
し
め
る
、手
を
つ
な
ぐ
、な

で
る
、マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
な

ど
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ

う
。
子
ど
も
た
ち
の
大
好
き

な
肩
車
や
体
を
大
き
く
使
っ

た
遊
び
は
、お
父
さ
ん
の
出
番

で
す
よ
。

　

ま
た
、中
高
生
な
ど
、大
き

い
お
子
さ
ん
を
持
つ
皆
さ
ん

に
は
少
し
照
れ
く
さ
い
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

肩
を
ポ
ン
と
し
て
あ
げ
る
の

も
、立
派
な
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の

１
つ
で
す
。

・愛
情
を
言
葉
に
し
な
が
ら

　

言
葉
の
力
は
と
て
も
大
き

く
、「
が
ん
ば
っ
た
ね
」「
う
れ

し
い
よ
」な
ど
の
プ
ラ
ス
の
言

葉
は
、子
ど
も
た
ち
の
意
欲
を

高
め
ま
す
。
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

で
愛
情
を
伝
え
る
だ
け
で
な

く
、言
葉
で
も
ち
ゃ
ん
と
伝
え

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

・
様
々
な
人
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
も
大
切
に

　
社
会
性
は
、様
々
な
人
た
ち

と
の
関
わ
り
で
育
ち
ま
す
。

保
護
者
だ
け
で
な
く
、祖
父
母

や
園
・
学
校
の
先
生
、地
域
の

人
な
ど
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

も
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

尾
鷲
市
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
２
階
、子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
っ
ぴ
ぃ
」

で
は
、妊
娠
か
ら
子
育
て
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

 

福
祉
保
健
課 

☎
�
３
８
７
１

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で

          
子
ど
も
の
心
と
体
を
育
て
ま
し
ょ
う

　

荒
れ
地
に
真
っ
先
に
生
え
て

く
る
植
物
た
ち
が
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
植
物
は
パ
イ
オ
ニ
ア
植
物

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。タ
ケ
ニ
グ

サ
も
そ
の
一
つ
で
、こ
の
辺
で
は

ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る
雑
草
で

す
。荒
れ
地
に
落
ち
た
種
子
は
春

に
芽
生
え
、み
る
み
る
う
ち
に
成

長
し
、夏
に
は
２
m
を
超
え
る
高

さ
に
達
し
ま
す
。竹
の
よ
う
に
一

気
に
成
長
し
、し
か
も
茎
の
中
が

空
洞
で
あ
る
こ
と
か
ら
竹タ

ケ
ニ
グ
サ

似
草

の
名
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　
葉
や
茎
を
切
る
と
、オ
レ
ン
ジ

色
の
汁
が
出
て
き
ま
す
が
、こ
れ

は
有
毒
で
、昔
は
害
虫
の
駆
除
な

ど
に
使
用
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

夏
に
茎
の
先
に
白
い
小
さ
な
花

が
た
く
さ
ん
咲
き
、秋
に
は
う
す

い
へ
ら
の
よ
う
な
形
を
し
た
果

実
が
で
き
ま
す
。こ
の
果
実
の

中
に
は
長
径
２
㎜
ほ
ど
の
ラ
グ

ビ
ー
ボ
ー
ル
形
を
し
た
小
さ
な

種
子
が
数
個
入
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
種
子
の
端
に
は
白
い
ゼ

リ
ー
状
の
塊
が
つ
い
て
い
ま
す
。こ

れ
は
エ
ラ
イ
オ
ソ
ー
ム
と
呼
ば
れ
、

糖
分
や
脂
肪
酸
が
豊
富
で
、タ
ケ
ニ

グ
サ
が
ア
リ
に
種
子
を
運
ん
で
も

ら
う
た
め
に
作
っ
た
甘
い
ご
ほ
う

び
で
す
。ア
リ
が
巣
へ
持
ち
帰
る
こ

と
で
、タ
ケ
ニ
グ
サ
の
種
子
は
遠
く

ま
で
運
ば
れ
ま
す
。タ
ケ
ニ
グ
サ
に

は
、果
実
が
つ
い
た
穂
を
振
る
と

カ
サ
カ
サ
と
音
が
す
る
こ
と
か
ら
、

「
さ
さ
や
き
草
」の
別
名
が
つ
い
て

い
ま
す
。

続 

尾
鷲
の
植
物
誌

 タケニグサ   高さ約 2m。
先に果実が穂状につく。 タケニグサの果実
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防
災
ひ
と
口
メ
モ

い
ざ
い
う
時
の
た
め
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

　
こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
て
、

暖
房
設
備
を
使
う
季
節
に
な
り
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
ひ
と
た
び
火
災
が
発
生
す

れ
ば
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
周

り
の
人
に
も
大
き
な
被
害
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め

に
は
、ま
ず
は「
自
分
」か
ら・・・。

家
庭
の
周
り
に
は
、
火
災
の
発

生
す
る
危
険
性
が
た
く
さ
ん
潜

ん
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

火
災
っ
て
そ
ん
な
に
多
い
の
？

　
皆
さ
ん
か
ら
、
よ
く
こ
う
い
う

質
問
を
受
け
ま
す
。

　
昨
年
は
、
管
内
の
火
災
件
数

は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
全
国
で
約
４
万
件
の
火
災
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
１
日
に

約
１
０
８
件
、
約
13
分
ご
と
に
１

件
の
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
に
な

り
、
そ
の
う
ち
の
約
半
分
は
建
物

の
火
災
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
高

齢
者
宅
か
ら
の
出
火
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
方
で

多
い
の
が
、
魚
焼
き
グ
リ
ル
を
清

掃
し
な
い
こ
と
か
ら
の
出
火
で

す
。

　
た
ば
こ
の
火
を
ち
ゃ
ん
と
消
し

て
い
れ
ば
・
・
・
、
コ
ン
ロ
の
火

を
ち
ゃ
ん
と
消
し
て
い
れ
ば
・
・
・

な
ど
、
火
災
の
多
く
は
、
人
の

不
注
意
に
よ
り
、
発
生
も
し
く
は

拡
大
し
ま
す
。
外
出
す
る
前
、
寝

る
前
に
も
う
一
度
、
火
の
元
を
確

認
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
下
さ

い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
し

ま
し
ょ
う

　
火
災
の
発
生
を
感
知
す
る
住
宅

用
火
災
警
報
器
は
皆
さ
ん
の
家
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　「
設
置
す
る
の
は
難
し
い
ん
で

し
ょ
？
」
っ
て
言
う
声
が
よ
く
聞

か
れ
ま
す
が
、
簡
単
に
、
手
軽
に

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
実
は
、
平
成
20
年
６
月
１
日
よ

り
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
尾
鷲
市
は
三
重
県
の
な

か
で
も
設
置
率
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
警
報
器
の

お
か
げ
で
、
被
害
が
小
さ
く
済
ん

だ
り
、
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
た
火

災
が
、
管
内
に
お
い
て
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
設
置
し
て
い
な
い

住
宅
に
つ
い
て
は
、
す
み
や
か
に

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
で
は
、
薄
型
で
、
無
線
に

よ
り
連
動
す
る
警
報
器
も
あ
り
ま

す
が
、
電
池
式
の
た
め
、
お
お
む

ね
10
年
で
の
交
換
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

設
置
方
法

　
住
宅
用
火
災
警
報
の
設

置
方
法
は
簡
単
で
す
。購
入

し
た
と
き
に
つ
い
て
く
る

ビ
ス
２
本
で
、壁
や
天
井
に

取
り
付
け
る
だ
け
で
す
。特

に
資
格
と
か
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

基
本
は
寝
室
に
設
置
し
ま

す
。た
だ
し
、２
階
に
寝
室

が
あ
る
場
合
は
、階
段
付

近
に
も
設
置
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
台
所
に
設
置
す
る
必

要
は
な
い
の
？
」と
い
う
質
問
を

よ
く
受
け
ま
す
が
、台
所
か
ら
の

出
火
も
多
い
こ
と
か
ら
、「
設
置

す
る
」こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

た
だ
、こ
の
地
方
特
有
で
、干
物

な
ど
で
煙
が
充
満
す
る
場
合
が

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、台
所

だ
け「
熱
感
知
器
」の
設
置
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

設
置
す
る
場
合
の
注
意
点
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

■
壁
に
設
置
す
る
場
合
は
、天
井

か
ら
15
～
50
㎝
以
内
に
設
置

■
天
井
に
設
置
す
る
場
合
は
、壁

か
ら
60
㎝
以
上
離
す

■
設
置
箇
所
付
近
に
換
気
扇
や

エ
ア
コ
ン
な
ど
の
吹
き
出
し
口

が
あ
る
場
合
は
、1.5
ｍ
以
上
離
す

ま
た
、せ
っ
か
く
設
置
し
た
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
、い
ざ
と
い
う
と
き

役
に
た
た
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
本
体
か
ら
下
が
っ
て
い
る
ひ
も

を
引
く
、あ
る
い
は
ボ
タ
ン
を
押
す

こ
と
な
ど
に
よ
り
、簡
単
に
作
動
点

検
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、最

低
限
１
年
に
１
回
は
作
動
点
検
を

す
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。

　
警
報
器
が
鳴
っ
た
ら
、ま
ず
は
、

周
囲
を
確
認
し
、「
火
災
」か「
火
災
で

な
い
」か
を
確
認
し
て
か
ら
、安
全

な
場
所
で
、「
１
１
９
」を
か
け
て
、場

所
等
を「
ゆ
っ
く
り
」「
あ
わ
て
ず
」

「
正
確
」に
通
報
し
て
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

  

防
災
危
機
管
理
課 

 

☎
�
８
１
１
８

  

三
重
紀
北
消
防
組
合
予
防
課

 

☎
�
２
０
５
１
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ム
ツ

海

中

さ

ん

ぽ

き

ょ

う

い

く

あ

れ

こ

れ

読
書
の
秋
、
図
書
館
へ
行
こ
う

　

ム
ツ
は
ス
ズ
キ
目
ム
ツ

科
ム
ツ
属
の
魚
で
、
北
海

道
南
部
か
ら
東
シ
ナ
海
、

台
湾
ま
で
分
布
し
て
い
ま

す
。
大
型
に
成
長
す
る
深

海
魚
で
、
目
が
大
き
く
、

歯
が
鋭
く
、
小
さ
い
時
は

ウ
ロ
コ
が
は
が
れ
や
す
い

の
が
特
徴
で
す
。
体
長
４

㎝
ま
で
は
エ
ビ
や
カ
ニ
の

仲
間
を
主
な
餌
と
し
、
５

㎝
以
上
に
な
る
と
魚
が
主

な
餌
に
な
り
ま
す
。
幼
魚

は
20
㎝
程
度
に
な
る
ま
で

浅
い
海
で
過
ご
し
、
成
長

に
す
る
に
つ
れ
て
沖
合
の

深
場
へ
移
動
し
ま
す
。
３

年
で
40
㎝
程
度
に
成
長
し
、

成
熟
す
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
最
終
的
に
は
体
長
１

m
、
体
重
10
㎏
を
超
え
る

ま
で
に
成
長
し
ま
す
。
産

卵
期
は
10
～
３
月
頃
、
水

深
１
０
０
m
ほ
ど
の
沿
岸

で
行
わ
れ
、
卵
は
水
面
を

漂
い
な
が
ら
孵
化
し
ま
す
。

　

尾
鷲
で
は
、
定
置
網
、

沖
合
底
曳
網
、
釣
り
や
延

縄
で
漁
獲
さ
れ
た
も
の
が

水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
ム
ツ
の
漁
獲
量
が
多

く
、
今
年
も
安
定
し
て
水
揚

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

骨
が
柔
ら
か
く
、
身
離
れ

も
良
い
の
で
、
子
供
が
食
べ

る
煮
付
け
に
は
最
適
で
、
大

き
い
も
の
は
刺
身
と
し
て
も

よ
く
、
皮
目
を
炙
っ
た
刺
身

は
絶
品
で
す
。
ま
た
、
魚
ご

飯
に
し
て
も
非
常
に
お
い
し

い
魚
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ム
ツ
に
と
て
も
よ
く
似
た

ク
ロ
ム
ツ
と
は
側
線
有
孔
鱗

数（
側
線
上
に
あ
る
ウ
ロ
コ

の
数
）
で
見
分
け
る
こ
と
が

で
き
、
概
ね
59
未
満
で
あ
れ

ば
ム
ツ
、
59
以
上
で
あ
れ
ば

ク
ロ
ム
ツ
で
す
。　
　

　

ク
ロ
ム
ツ
の
分
布
域
は
詳

し
い
生
態
は
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
い
部
分
が
多
く
、
今
の

と
こ
ろ
分
布
域
は
北
海
道
南

部
か
ら
駿
河
湾
、
新
島
に
か

け
て
の
太
平
洋
沿
岸
域
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
秋
も
本
番
。10

月
27
日
か
ら
11
月
9
日
は

「
読
書
週
間
」で
す
。

　

本
は
私
た
ち
に
多
く
の

知
識
や
普
段
体
験
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
驚
き
や
感

動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。こ

う
し
た
本
に
身
近
に
出
合

え
る
場
所
が「
図
書
館
」で

す
。

　

新
し
く
出
た
本
や
長
年

読
み
つ
が
れ
て
き
た
物
語
・

絵
本
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
本
を
読
め
る
の
が
図

書
館
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
と

出
合
う
こ
と
で
、子
ど
も
の

興
味
・
関
心
が
大
い
に
引
き

出
さ
れ
ま
す
。

　

尾
鷲
市
立
図
書
館
に
は
、

絵
本
を
含
め
て
児
童
書
は

約
１
万
７
千
冊
並
ん
で
い

る
の
で
、そ
の
中
か
ら
お
子

さ
ん
が
、お
気
に
入
り
に

「
出
合
う
」チ
ャ
ン
ス
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。　

　

最
初
は
本
に
興
味
が
な

く
て
も
、大
丈
夫
。何
度
か

図
書
館
に
通
っ
て
い
る
う

ち
に
、自
分
の
好
き
な
本
が

置
い
て
あ
る
場
所
を
覚
え

て
し
ま
い
、自
分
で
棚
か
ら

出
し
て
き
て
、本
を
め
く
る

よ
う
に
な
る
お
子
さ
ん
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

　

本
に
囲
ま
れ
る
と
自
然
と

本
に
手
が
伸
び
る
、そ
ん
な

図
書
館
通
い
を
習
慣
に
し
、

そ
の
子
の
興
味
に
適
し
た

本
、読
み
た
い
と
思
っ
た
本

を
読
ん
で「
楽
し
む
」と
い
う

体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
を

大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、図
書
館
で
借
り
て

き
た
本
は
、お
も
ち
ゃ
の
よ

う
に
、い
つ
で
も
手
を
伸
ば

せ
ば
読
め
る
所
に
置
き
、お

子
さ
ん
に
愛
情
を
込
め
て
本

を
読
ん
で
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

読
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
子
ど

も
は「
よ
ろ
こ
び
」を
感
じ
、

物
語
を
聞
く
こ
と
の「
楽
し

さ
」を
知
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
す
。

　

読
書
の
楽
し
み
を
知
り
、

そ
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、読

書
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と

は
、一
生
の
財
産
と
な
り
ま

す
。

　

図
書
館
で
は
、本
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
に
、紙
芝

居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
の
お
は
な
し
会
を
定
期
的

に
開
い
て
い
ま
す
。

　

今
月
19
日
に
開
催
す
る「
青

空
図
書
館
」で
は
、絵
本
の
表
紙

を
ず
ら
り
と
並
べ
、お
子
さ
ん

に
も
見
や
す
く
、手
に
取
り
や

す
い
展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、絵
本『
い
い
か
ら
い
い
か

ら
』な
ど
を
書
か
れ
た
人
気
絵

本
作
家
の
長
谷
川
義
史
さ
ん
に

よ
る「
絵
本
ラ
イ
ブ
」も
行
い
ま

す
。ま
た
と
な
い
こ
の
機
会
に

絵
本
と
触
れ
合
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。小
さ
な
お
子
さ
ん
を
連

れ
て
来
て
も
周
り
に
気
兼
ね
な

く
、ゆ
っ
く
り
と
読
書
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
家
族
で
図
書
館
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

　
　

図
書
館　

☎
�
８
２
８
２



17

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　妊娠、出産、子育てなどお子
さんの発育・発達のことで
困っていませんか。保健師、
管理栄養士による子育て相
談を行っています。

すくすく子育て相談

【相談窓口】福祉保健センター

相談・お問い合わせ
　福祉保健課　☎�３８７１

　生活習慣病予
防などの健康のこ
と、健康診査の見
方や結果のことで悩んでいませ
んか？保健師、管理栄養士による
健康相談を行っています。

体の健康相談
　こころの悩みや不調
を抱えていませんか。
　保健師による、ここ
ろの健康相談を行って
います。

こころの健康相談

てくてくウォーク
マップを無料配布しています。【配布
先・福祉保健センター２階、各コミュ
ニティーセンター】

今月の完歩達成の皆さん
（※順不同 敬称略）

周防灘編№5	 	 田中美幸
阿波の国編№6	 	 田中美幸
伊予・讃岐の国編№8	 山下忠彦
九州志布志～熊本編№10
	 	 	 野中嘉代子
北海道～北見～札幌編№13
	 	 	 岡	民子

60 万歩の旅で健康ウォーキング

（コース名 )

お問い合わせ　
福祉保健課　☎�３８７１

休日の急病はこちら
休日診療は
尾鷲総合病院をご利用ください。

月日 薬局名
10/6 くろだ薬局
10/13 くろだ薬局
10/14 くろだ薬局
10/20 くろだ薬局
10/22 くろだ薬局
10/27 くろだ薬局

※午前９時～午後５時まで

各種教室、イベント、健診（がん検診）等に関する情報は、
尾鷲市公式 Twitter（＠ OwaseC）にて情報発信をして
おります。
# 尾鷲市健康　# おわせ市子育て　で検索してください♬

がん検診

実施日 場所 受付時間 定員 申込開始日

10/2 ㈬
曽根コミュニティーセンター 8：00 ～ 8：10

胃がん40人、肺がん150人 受付中
梶賀魚市場 9：00 ～ 9：30

10/27㈰ 福祉保健センター 8：30 ～ 9：30 胃がん40人、肺がん150人 10/8 ㈫～

11/7㈭ 古江コミュニティセンター 8：30 ～ 9：00 胃がん40人、肺がん150人 10/8 ㈫～

11/19 ㈫ 三木浦魚市場 9：00 ～ 9：30 胃がん40人、肺がん150人 10/23 ㈬～

11/26 ㈫
早田コミュニティセンター 8：30 ～ 8：50

胃がん40人、肺がん150人 10/23 ㈬～
福祉保健センター 10：00～10：30

申込先　九鬼センター　☎�２００４／北輪内センター　☎�２００４
南輪内センター　☎�２００４ ／  福祉保健課　☎�３８７１ 

実施日 場所 受付時間 定員 申込開始日乳がん 子宮頸がん

10/25㈮ 福祉保健センター

9:30 ～ 10:30 なし 乳がん（マンモグラフィー）45人

10/8 ㈫
13：30 ～ 14：30 13：30 ～ 14：30 乳がん（マンモグラフィー）45人

子宮頸がん 60人

※ 10/25㈮、10/27 ㈰ 11/26㈫は託児有り ( 要予約 )　　　　　　　　　　　　申込先　福祉保健課　☎�３８７１

胃がん・肺がん検診

乳がん・子宮頸がん検診

●自己負担金　胃がん1,018円、肺がん509円、喀痰509円

生活保護世帯は無料ですが、必ず申告してください。

●自己負担金　乳がん1,018円、子宮頸がん1,018円

北海道～札幌～函館編№14
   中森委代
奥の細道Ｐart2 №17
   三鬼征子
東北名所Ｏｐ２
庄司あやめ　岡 明子　濵口美智子
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お知らせ

広告を掲載しませんか
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
12 月号の締め切りは、10 月 16 日㈬です。

大きさ １枠 縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、お問
い合わせくだ
さい。

政策調整課
☎�８１３２

掲載料
１枠につき月額
市内業者１０，０００円
市外業者１５，０００円

無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

財
産
、契
約
問
題
、債
務
問
題
、離

婚
、相
続
等

18
日
㈮
午
前
11
時
～
午
後
３
時

40
分 

大
川
哲
次　
弁
護
士

司
法
書
士
相
談

相
続
、商
業
登
記
、遺
言
等

15
日
㈫ 

午
前
10
時
～
正
午

井
上
文
雄　

 

司
法
書
士

行
政
相
談

行
政
に
関
す
る
苦
情
、要
望
等

23
日
㈬ 

午
前
10
時
～
正
午

川
上
輝
佐
子  

行
政
相
談
委
員

申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課☎

�
８
２
５
０

相
談児

童
相
談

子
育
て
、心
配
ご
と
等

８
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課
☎
�
８
２
０
２

女
性
相
談

就
職
、生
活
、教
育
、医
療
等

８
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課
☎
�
８
２
０
２

三
重
大
学
連
携
室
相
談

専
門
知
識
で
、企
業
が
抱
え
る
経

営
問
題
の
解
決
の
糸
口
を
提
供

し
ま
す
。

16
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時

※
前
日
午
後
１
時
ま
で
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

政
策
調
整
課
☎
�
８
１
３
４

有
料
広
告
欄

「
民
事
介
入
暴
力
巡
回
無
料
法

律
相
談
」
開
催

　

暴
力
追
放
三
重
県
民
セ
ン

タ
ー
主
催
の
「
民
事
介
入
暴
力

巡
回
無
料
法
律
相
談
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
暴
力
団
か
ら
の
不
当
な
要
求

や
嫌
が
ら
せ
な
ど
に
お
困
り
の

人
に
対
し
、
専
門
的
な
相
談
を

取
り
扱
う
セ
ン
タ
ー
相
談
委
員

を
は
じ
め
、
警
察
官
や
弁
護
士

が
直
接
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を

お
聞
き
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
致
し
ま
す
。

日
時　
10
月
31
日
㈭

　
　
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

場
所　
尾
鷲
市
防
災
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ

防
災
危
機
管
理
課

　
　
　
　
　
　
☎
�
８
１
１
８

　
令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
、不

特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
施
設

（
ホ
テ
ル
、民
宿
、病
院
、福
祉
施
設

な
ど
）に
お
け
る「
違
反
対
象
物
公

表
制
度
」が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、立
入
検
査
で
違

反
を
確
認
し
た
の
ち
に
、建
物
関

係
者
に
違
反
を
通
知
し
て
も
、な

お
、そ
の
違
反
が
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
消
防
本
部
H
P
に
て
公
表

し
ま
す
。
ま
た
、公
表
は
違
反
が

是
正
さ
れ
る
ま
で
の
間
継
続
し
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ　
三
重
紀
北
消
防

組
合
予
防
課
☎
�
２
０
５
１

生 

活 

相 

談 

会

生
活
の
不
安
・
悩
み
ご
と
ご
相
談
く

だ
さ
い
！

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か・・？

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
経
済
的

に
お
困
り
の
人
、あ
な
た
の
悩
み
に

寄
り
添
っ
て
、ど
う
し
た
ら
よ
い
か

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

【
開
催
日
】 ※
要
予
約

11
月
６
日
㈬　
南
輪
内
セ
ン
タ
ー

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

11
月
７
日
㈭　
九
鬼
セ
ン
タ
ー

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

お
問
い
合
わ
せ

　
尾
鷲
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
�
４
１
５
１

　
秋
の
一
日
、 

共
に
山
の
土
を
踏
み
、 

木
に
触
れ
、
風 
を
感
じ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、 

持
続
可
能
な
地
域
の
山
づ

く
り
へ
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。(

参
加
無
料
・
要
申

込)　日時　
10
月
27
日
㈰　

　
　
　
午
前
10
時
～
昼
食
後
解
散

場
所　
曽
根
町
地
内
の
山
林　

　
　
　
「
エ
レ
コ
ム
フ
ォ
レ
ス
ト
」　

　
　
　
　
（
旧
県
道
３
１
１
号
沿
い
）

※ 

雨
天
の
場
合

　
曽
根
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

内
容

・
山
の
勉
強
会
（
山
の
散
策
や
山
に
つ

山
の
イ
ベ
ン
ト
【
エ
レ
コ
ム

フ
ォ
レ
ス
ト
】
参
加
者
募
集

不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る

施
設
へ
の
「
違
反
対
象
物
公
表

制
度
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

い
て
の
話
）　　
　

 

・
音
楽
会
（
尾
鷲
高
校
吹
奏
楽
部

演
奏
・
コ
カ
リ
ナ
演
奏
）

・「
エ
レ
コ
ム
フ
ォ
レ
ス
ト
」
の
歩

み
（
パ
ネ
ル
展
示
）

・
昼
食
会
（
無
料
）　
お
に
ぎ
り
・

ぜ
ん
ざ
い
・
ラ
ー
メ
ン
等

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

森
林
組
合
お
わ
せ
☎
㉜
０
２
７
５

（
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
電
話

に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

　
相
続
登
記
を
せ
ず
に
放
置
し
て

お
く
と
、さ
ら
に
次
の
相
続
が
発

生
し
て
相
続
人
の
確
定
が
難
し
く

な
っ
た
り
、相
続
登
記
の
手
続
費

用
が
高
額
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど

の
問
題
が
生
じ
ま
す
。
相
続
登
記

の
手
続
き
は
お
早
め
に
。

　

ま
た
，法
務
局
で
は
、相
続
手
続

を
簡
素
化
す
る
た
め
、法
定
相
続

情
報
証
明
制
度
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、法
務
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
津
地
方
法
務
局
尾
鷲
出
張
所

　
☎
�
０
５
９
８

※
専
門
家
へ
の
依
頼
を
検
討
さ
れ

て
い
る
人
は
司
法
書
士
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
三
重
県
司
法
書
士
会　

　
☎
０
５
９・２
２
４・５
１
７
１　

市県民税、国民健康保険税、後期高齢者保険料の納期限は10月31日㈭です。　税務課　☎�８１７３

三
木
埼
灯
台　
万
国
旗
の
掲
揚
及
び

一
般
公
開

　
即
位
の
礼
に
祝
意
を
表
す
た
め
、三
木

埼
灯
台
に
お
い
て
万
国
旗
を
掲
揚
す
る
と

共
に
、一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。
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尾鷲市立  天文科学館

市 民 優 待 券
有効期限　令和元年10月31日
注意

閉館30分前までに入館してください。
本券持参の市民は入館無料
１家族１回限り有効
曇りや雨天は夜間観望中止

お問い合わせ　☎�８２９３
尾鷲市教育委員会

切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い

切り取ってください

老人クラブ 10 月の講座 老人クラブ連合会
講座名 日時 講座名 日時

カラオケさくら  ７、21日  午前９時30分～ コーラス        ９日　午後１時30分～

カラオケたんぽぽ 15、28日  午前９時30分～ 民謡 ３、10日　午前10時～ 

俳句  ７日  午後１時～ 着付け  10、17日　午後１時30分～

将棋  １、15日  午後１時30分～ 日舞  ４、10、21日午前10時～

囲碁   ８、29日  午後１時30分～ 詩吟  ４、18日　午後１時30分～

書道  ２、16日  午前９時30分～ 折り紙 　４、18日   午前９時30分～

茶道  ２、16日  午後０時30分～ 生花  11、25日   午前10時～

フラダンス 　９、23日　午前10時～ お問い合わせ　☎�７９４１

し
尿
く
み
取
り
日
程

マイナンバーカードを作りましょう！ 個人番号の管理や身分証明に便利です。　市民サービス課　☎� 8161
令和元年８月末、市のカード交付枚数は 1,717 枚（前月 1,672 枚）、交付率は 9.57％（前月 9.32％）です。

海の幸・山の幸！尾鷲の名産がお買い得 !!

10月5日 ㈯ 開催

午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　尾鷲商工会議所　☎�２６１１
　　　　　　　商工観光課

尾鷲イタダキ市

須
賀
利　
10
月
23
日
㈬
～
25
日
㈮

早　
田　
10
月
28
日
㈪

　
　
　
　
午
前
中
の
み
～
29
日
㈫

九　
鬼　
10
月
30
日
㈬
～

　
　
　
　
11
月
１
日
㈮

三
木
浦　
11
月
５
日
㈫
～
７
日
㈭

曽　
根　
11
月
８
日
㈮

三
木
里　
11
月
12
日
㈫
～
15
日
㈮

梶　
賀　
11
月
18
日
㈪

古　
江　
11
月
19
日
㈫
～
22
日
㈮

賀　
田　
11
月
25
日
㈪
～
28
日
㈭

お
問
い
合
わ
せ

　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
�
０
６
０
５

紀
北
地
域
就
職
面
接
会　
開
催

　
ふ
る
さ
と
で
就
職
を
お
考
え

の
人
と
、元
気
な
地
元
事
業
所

と
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、就
職
面

接
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、地
元

を
離
れ
ら
れ
た
皆
さ
ん
な
ど

も
、こ
の
機
会
に
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
９
日
㈬

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
市
民
文
化
会
館

参
加
企
業　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
尾

鷲
管
内（
尾
鷲
市
、紀
北
町
、大

紀
町
錦
）の
企
業
か
ら
約
20
社

を
予
定

お
問
い
合
わ
せ

　
尾
鷲
公
共
職
業
安
定
所

　
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
尾
鷲
）

　
　
　
　
　
　
☎
�
０
３
２
７

　

臓
器
移
植
は
、広
く
社
会
に
理
解

と
支
援
が
あ
っ
て
成
り
立
つ
医
療
で

す
。
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

臓
器
移
植
に
つ
い
て
考
え
、家
族
と

話
し
合
い
、自
分
の
臓
器
提
供
に
関

す
る
意
思
表
示
を
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
運
転
免
許
証
や
健
康
保

険
証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
意

思
表
示
欄
で
意
思
表
示
が
可
能
で

す
。

く
ら
し
と
か
ら
だ
の
相
談
会

　　
四
士
合
同
無
料
相
談
会
に
合
わ

せ
て
、
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
予
約

不
要
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
日
時　
10
月
５
日
㈯　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
中
央
公
民
館

お
問
い
合
わ
せ　

　
福
祉
保
健
課　
☎
�
３
８
７
１

四
士
合
同
相
談
会

　　
税
理
士
・
司
法
書
士
・
土
地
家

屋
調
査
士
・
行
政
書
士
の
四
士
合

同
で
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

10
月
は

「
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
」で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
自
分
の
意
思
を
記
入
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

(

公
財)

三
重
県
角
膜
・
腎
臓
バ
ン

ク
協
会

☎
０
５
９・
２
２
４・
２
３
３
３

(

平
日
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
15
分)

す
。
秘
密
厳
守
・
予
約
不
要
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
５
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

場
所　
中
央
公
民
館

お
問
い
合
わ
せ

東
海
税
理
士
会
尾
鷲
支
部

　
（
野
田
国
一
）
☎
�
１
８
８
７　

三
重
県
司
法
書
士
会
紀
州
支
部

　
（
中
瀬
幸
志
）
☎
�
４
８
０
０

三
重
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
紀
北
支

部
（
倉
本
和
之
）
☎
㊼
５
１
３
３

三
重
県
行
政
書
士
会
尾
鷲
支
部

　
（
西
尾
侑
己
）
☎
�
３
０
２
０

10
月
か
ら
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
の
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す

　　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
と
は
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
分
を
活
用
し
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が

一
定
基
準
以
下
の
年
金
受
給
者
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金

に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　
こ
の
給
付
金
の
受
け
取
り
に
は
、

請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。
対
象
者

に
は
９
月
中
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

手
続
き
の
案
内
が
届
い
て
い
ま
す
。

未
提
出
の
人
は
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
12
月
末
日

を
過
ぎ
て
手
続
き
を
し
た
場
合
、
令

和
２
年
２
月
分
か
ら
の
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
の
支
払
い
と
な
り
、
10

月
分
～
令
和
２
年
１
月
分
の
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
を
受
け
取
れ
ま
せ

ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０・０
５・４
０
９
２

日
時　
10
月
22
日
㈷
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時（
最
終
受
付
）

場
所　
盛
松
町
字
か
べ
山
61
番
地
の
２

※
雨
天
の
場
合
午
前
８
時
に
中
止
の
決

定
を
行
い
、一
般
公
開
中
止
の
看
板
を

三
木
崎
園
地
入
口
と
三
木
崎
園
地
入
口

に
向
う
分
か
れ
道
に
設
置
。
詳
細
は
、

尾
鷲
海
上
保
安
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
来
場
者
に
三
木
埼
灯
台「
灯
台
カ
ー

ド
」や
缶
バ
ッ
チ
を
記
念
に
配
布
す
る

予
定
。

お
問
い
合
わ
せ　

　
尾
鷲
海
上
保
安
部　
☎
�
０
１
１
８
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２
０
１
９（
令
和
元
年
）

10
月
号

発
行

日
　

令
和

元
年

1
0

月
１

日
編

集
者

　
尾

鷲
市

政
策

調
整

課
秘

書
広

報
係

〒
519-3696 三

重
県

尾
鷲

市
中

央
町

10
番

43
号

☎
0597-23-8132　

FAX0597-22-2111
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
　

http://w
w

w
.city.ow

ase.lg.jp/
N
o.788

広
報

「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

お
わ

せ

編
集
後
記

天
文
科
学
館　
☎
�
０
５
２
５

秋
ら
し
く
な
り
過
ご
し
や

す
い
日
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。夏
か
ら
秋
に
替
る
空

や
雲
の
形
、空
気
が
ク
リ
ア
ー
に

な
っ
て
き
た
り
、夜
の
ひ
ん
や
り

し
て
く
る
感
じ
が
好
き
で
す
。ぼ

ん
や
り
夜
空
を
眺
め
て
み
た
り
、

敢
え
て
静
ま
っ
た
夜
に
外
に
出

て
、深
呼
吸
し
た
く
な
り
ま
す
。そ

の
後
、落
ち
着
い
て
か
ら
自
然
の

風
を
入
れ
て
、寝
入
る
こ
と
が
ど

ん
な
に
気
持
ち
の
い
い
こ
と
か

…
。過
ご
し
や
す
い
、い
い
季
節
で

す
よ
ね
。「
〇
〇
の
秋
」、み
な
さ
ん

は
何
が
は
い
り
ま
す
か
？
さ
あ
、

今
月
、来
月
と
イ
ベ
ン
ト
が
た
く

さ
ん
！
ま
ず
は
、「
お
出
か
け
の

秋
」に
な
り
そ
う
で
す
よ
。詳
し
く

は
、本
紙
の「
秋
の
イ
ベ
ン
ト
特

集
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。み
な
さ
ん

の
ご
参
加
、ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

人の動き（８月 末 現 在 ）
　人　口  17,671 人（前月比  －25）

  　（男 8,188 人　　女 9,483 人）
　世帯数 9,357 世帯  （前月比  －11 ）
　転　入    14人　    転　出     22 人
　出　生     ４人　    死　亡    21 人

その他      0人　   （住民基本台帳）

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

夜
間
観
望
会

４
日
㈮・５
日
㈯

上
弦
前
の
月・こ
と
座
ベ
ガ（
恒
星
）・

は
く
ち
ょ
う
座
デ
ネ
ブ（
恒
星
）

11
日
㈮・12
日
㈯

満
月
前
の
月・土
星・ペ
ル
セ
ウ
ス
座

二
重
星
団（
h-

χ
）・
は
く
ち
ょ
う

座
ア
ル
ビ
レ
オ（
二
重
星
）

18
日
㈮・19
日
㈯

海
王
星・土
星・ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
大
銀

河（
M
31
）

25
日
㈮・26
日
㈯

海
王
星・土
星・は
く
ち
ょ
う
座
ア
ル

ビ
レ
オ（
二
重
星
）

・入
館
時
間 

午
後
７
時
～
９
時

・
夜
間
曇
雨
天
の
場
合
は
閉
館

昼
間
の
一
般
観
望（
太
陽
観
望
）

金・土・日
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
本
紙
掲
載
の
市
民
優
待
券
を
利

用
す
る
と
、入
館
無
料
と
な
り
ま

す
。

お
は
な
し
だ
っ
こ　
（
自
由
参
加
）

　
日
時　
10
月
３
日
㈭　

　
１
歳
児
以
上  

午
前
10
時
～
30
分

　
０
歳
児  

       

午
前
10
時
45
分
～

                              

11
時
15
分

　
対
象  

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

　
内
容  

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、わ
ら
べ
う

           

た
、指
遊
び
ほ
か

※
兄
弟
で
の
参
加
は「
１
歳
児
以
上
」に

ご
参
加
く
だ
さ
い

お
は
な
し
の
時
間　
（
自
由
参
加
）

　
日
時　

 
10
月
５
日
㈯

　

            
午
前
11
時
～

　
対
象   

幼
児

　
テ
ー
マ 「
秋
」　

   

内
容　

 

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か

お
は
な
し
の
広
場　
（
自
由
参
加
）

　
日
時   

10
月
12
・
26
日
㈯

              

午
前
11
時
～

　
対
象   

幼
児
・
小
学
生

  

内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、絵
本
の
読
み

          

聞
か
せ
ほ
か

10
月
の
休
館
日   

　
７
日
・
15
日
・
21
日
・
28
日
・
31
日

　
（
祝
日
が
月
曜
日
の
場
合
は
、火
曜
日

が
休
館
と
な
り
ま
す
。）

「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！

お
す
す
め
図
書

【
一
般
図
書
】

お
江え

ど戸
け
も
の
医い　
毛け

だ
ま
ど
う

玉
堂

泉い
ず
み 

ゆ
た
か　
著　

　

飼
い
主
が
ペ
ッ
ト
を
想
う
気
持
ち
は
、今

も
江
戸
時
代
も
変
わ
ら
な
い
。　

　
病
め
る
動
物
と
悩
め
る
飼
い
主
が
駆
け
込

む
の
は
、小
石
川
養
生
所
で
評
判
だ
っ
た
名

医
が
開
い
た
毛
玉
堂
。凌
雲
先
生
と
妻
の
美

津
に
よ
る
人
情
味
に
あ
ふ
れ
た
治
療
に
、心

が
温
か
く
な
り
ま
す
。

Ａエ
ー
ア
イＩ

時じ
だ
い代

対た
い
お
う応

大お
と
な人

の
知ち

て
き的

習し
ゅ
う
か
ん慣

齋さ
い
と
う藤 

孝た
か
し

　
著  

　
二
つ
以
上
の
こ
と
を
同
時
に
す
る
こ
と
で

身
に
つ
く「
複
合
力
」。そ
れ
が
習
慣
に
な
れ

ば
脳
の
許
容
量
が
増
え
て
、も
っ
と
周
り
の

人
や
物
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。本
書
は
著
者
が
実
践
し
て
い
る
複
合
行

動
を
公
開
し
て
、複
合
力
を
鍛
え
る
方
法
を

ご
紹
介
。脳
を
鍛
え
て
、来
た
る
べ
き
Ａ
Ｉ
時

代
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

【
児
童
図
書
】

思お
も

い
は
い
の
り
、
言こ

と
ば葉

は
つ
ば
さ　
　
　
　ま
は
ら　
三み

と桃　
著  

　
中
国
の
小
さ
な
民
族
集
落
に
住
む
チ
ャ
オ

ミ
ン
は
、友
達
の
ハ
ン
カ
チ
に
書
か
れ
て
い

た
美
し
い
文
字
に
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。そ

れ
は
文
字
を
習
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
女

性
た
ち
が
、思
い
を
伝
え
る
た
め
に
生
み
出

し
、伝
え
て
き
た「
女
書
」だ
っ
た
。簡
単
に
自

分
の
考
え
を
発
信
で
き
る
今
、伝
え
た
い
思

い
や
、幸
せ
を
祈
る
言
葉
の
大
切
さ
を
届
け

る
一
冊
で
す
。

そ
の
他

　
　
あ
な
た
が
お
と
な
に
な
っ
た
と
き　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
湯ゆ

も
と本

香か
ず
み

樹
実　
文
、
は
た
こ
う
し
ろ
う　
絵　
　

　
　
た
ぬ
き
の
き
ょ
う
し
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
山や

ま
し
た下

明は
る
お生　

作
、
長は

せ
が
わ

谷
川　
義よ

し
ふ
み史　

絵


